
は
じ
め
に

唐
招
提
寺
に
は
い
く
つ
か
の
密
教
法
具
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
度
、
唐
招
提

寺
当
局
の
ご
高
配
と
奈
良
国
立
博
物
館
の
協
力
を
得
て
、
こ
れ
ら
の
法
具
を
調
査

す
る
機
会
を
得
た
。
つ
い
て
は
、
形
式
・
細
部
意
匠
を
主
眼
に
、
唐
招
提
寺
組
法

具
の
成
立
の
背
景
を
考
察
し
、
歴
史
的
な
位
置
づ
け
を
試
み
る
。

第
一
章

唐
招
提
寺
の
金
銅
組
法
具
に
つ
い
て

唐
招
提
寺
に
は
、
鎌
倉
時
代
の
製
作
と
さ
れ
る
独
鈷
杵
（
図
１
）・
三
鈷
杵
（
図

２
）・
五
鈷
杵
（
図
３
）・
五
鈷
鈴
（
図
４
）・
金
剛
盤
（
図
５
）
よ
り
構
成
さ
れ

る
金
銅
組
法
具
（
図
６
）（
重
要
文
化
財
）
が
伝
来
す
る
。
こ
の
組
法
具
は
以
前

か
ら
一
具
性
に
つ
い
て
指
摘
が
あ
り
、
細
部
意
匠
の
違
い
に
よ
り
、
独
鈷
杵
と
三

鈷
杵
、
五
鈷
鈴
（
五
種
子
鈴
）
と
金
剛
盤
を
同
工
の
も
の
と
し
、
五
鈷
杵
は
さ
ら

に
異
な
っ
た
環
境
で
の
製
作
と
す
る
見
方
が
あ
る
。
（

）

そ
こ
で
改
め
て
各
法
具
の
細
部
意
匠
に
着
目
し
て
考
察
を
進
め
る
（
表
１
）。
独
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要

旨

唐
招
提
寺
の
金
銅
組
法
具
は
、
い
わ
ゆ
る
種
子
鈴
を
含
む
遺
品
と
し
て
、
こ
の
種
の

法
具
中
で
重
要
で
あ
る
。
本
稿
で
は
組
法
具
を
構
成
す
る
各
法
具
の
形
式
及
び
細
部
意

匠
を
中
心
に
考
察
し
、
そ
の
成
立
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

独
鈷
杵
・
三
鈷
杵
・
五
鈷
杵
・
五
鈷
鈴
を
金
剛
盤
に
配
置
し
た
唐
招
提
寺
組
法
具
は
、

か
ね
て
よ
り
そ
の
一
具
性
に
つ
い
て
指
摘
が
あ
り
、
細
部
意
匠
の
違
い
か
ら
、
独
鈷
杵

と
三
鈷
杵
、
五
鈷
鈴
（
五
種
子
鈴
）
と
金
剛
盤
を
同
工
の
も
の
と
し
、
五
鈷
杵
は
異
な

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
こ
の
問
題
に
つ
い
て
検
証
し
た
。
次
に
、
組

法
具
と
形
式
や
細
部
意
匠
の
上
で
近
親
性
が
認
め
ら
れ
る
作
例
と
し
て
西
大
寺
の
組
法

具
三
件
を
取
り
あ
げ
、
両
者
を
比
較
の
上
、
同
様
の
考
察
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
両
者
に
は
類
似
す
る
細
部
意
匠
が
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
唐
招
提

寺
の
組
法
具
は
西
大
寺
法
具
の
影
響
を
少
な
か
ら
ず
受
け
た
も
の
と
推
測
で
き
た
。
ま

た
、
背
景
と
し
て
、
唐
招
提
寺
の
再
興
事
業
と
法
会
等
に
つ
い
て
考
察
し
、
こ
の
組
法

具
を
十
四
世
紀
の
製
作
で
あ
る
こ
と
を
推
定
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
①
密
教
法
具

②
金
剛
杵

③
金
剛
鈴

④
種
子
鈴

⑤
唐
招
提
寺

平成30年９月19日受理 ＊文学研究科文化財史料学専攻博士前期課程 在学生

唐
招
提
寺
の
組
法
具
に
つ
い
て

羽

良

朝

風

＊



鈷
杵
は
、
鈷
部
に
比
べ
把
部
を
わ
ず
か
に

長
く
作
り
、
把
の
中
央
四
方
に
、
三
重
瞼

（
こ
こ
で
は
便
宜
的
に
鬼
目
周
囲
の
供
括

り
僑
を
「
瞼
」
と
表
記
す
る
）
で
正
円
形

に
近
い
鬼
目
を
配
し
、
間
弁
付
き
の
重
弁

八
葉
（
本
稿
で
は
蓮
弁
が
二
枚
の
も
の
を

「
単
弁
」、
三
枚
に
重
な
っ
て
見
え
る
も
の

を
「
重
弁
」
と
表
記
す
る
。
ま
た
蓮
弁
間

に
先
端
の
み
を
み
せ
る
も
の
を
「
間
弁
」

と
す
る
）
の
蓮
弁
帯
を
連
珠
文
帯
で
締
め
、

蓮
弁
の
先
端
に
蕊
を
表
す
。
三
鈷
杵
の
把

も
同
様
の
形
式
で
あ
る
が
、
脇
鈷
の
基
部

に
獅
噛
み
を
表
す
こ
と
を
特
徴
と
す
る
。

こ
れ
ら
二
杵
の
鬼
目
や
蓮
弁
帯
の
意
匠

に
対
し
て
、
五
鈷
杵
は
中
央
四
方
に
配
さ

れ
る
鬼
目
が
楕
円
形
で
あ
り
、
重
弁
八
葉

の
蓮
弁
帯
を
二
線
の
約
条
で
締
め
、
脇
鈷

の
基
部
に
は
嘴
形
を
表
す
こ
と
な
ど
に
違

い
が
あ
る
。
と
く
に
蓮
弁
部
分
に
、
わ
ず

か
に
中
央
が
膨
ら
む
む
く
り

毅

毅

毅

が
あ
る
こ
と

も
大
き
な
違
い
で
あ
り
、
や
は
り
二
杵
の

そ
れ
と
は
異
な
る
。
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図１ 金銅独鈷杵 鎌倉時代 唐招提寺

図２ 金銅三鈷杵 鎌倉時代 唐招提寺

図３ 金銅五鈷杵 鎌倉時代 唐招提寺図５ 金銅金剛盤 鎌倉時代 唐招提寺

図６ 金銅組法具 唐招提寺 鎌倉時代 図４ 金銅五鈷五種子鈴 鎌倉時代 唐招提寺



五
鈷
鈴
は
、
鈴
身
に
金
剛
界
五
仏
の
種
子
（
梵
字
）
を
廻
ら
し
た
い
わ
ゆ
る
種

子
鈴
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
、
鈴
杵
別
鋳
式
の
金
剛
鈴
で
あ
る
。
杵
部
は
、
中
央

四
方
に
二
重
瞼
の
楕
円
形
鬼
目
を
配
し
、
間
弁
付
き
の
単
弁
八
葉
の
蓮
弁
帯
を
子

持
ち
三
線
（
中
央
線
が
太
く
、
こ
の
両
側
に
細
線
を
添
え
た
も
の
を
「
子
持
ち
」

と
表
記
す
る
）
の
約
条
で
締
め
、
脇
鈷
の
基
部
に
嘴
形
を
表
す
。
鈴
身
は
肩
か
ら

な
だ
ら
か
に
降
り
て
裾
で
急
激
に
開
く
形
で
、
肩
に
は
間
弁
付
き
単
弁
の
蓮
弁
帯

を
廻
ら
し
、
先
端
に
蕊
を
表
す
。
種
子
帯
の
上
下
に
は
数
条
の
圏
線
を
表
し
、
口

縁
部
は
素
文
で
あ
る
。
種
子
帯
に
は
、
五
方
に
金
剛
界
五
仏
の
各
種
子
を
円
相
内

の
蓮
華
座
上
に
表
す
。
円
相
と
円
相
の
間
地
は
魚
々
子
地
と
し
、
四
弁
花
を
中
核

と
す
る
宝
相
華
文
を
飾
る
。

こ
れ
ら
の
鈴
杵
を
載
せ
る
金
剛
盤
は
、
盤
面
の
俯
瞰
形
が
建
長
二
年
（
一
二
五

〇
）
の
京
都
・
高
山
寺
の
も
の
に
近
い
が
、
側
面
観
は
正
安
二
年
（
一
三
〇
〇
）

の
銘
を
も
つ
法
隆
寺
の
金
剛
盤
と
近
似
し
て
お
り
、
製
作
年
代
も
隔
た
り
が
な
い

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
二
脚
の
足
の
前
面
に
凹
線
が
あ
る
と
こ
ろ
は
西
大
寺
や
室

（

）

生
寺
な
ど
の
金
剛
盤
に
も
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
こ
れ
ら
の
法
具
は
鎌
倉
時
代
の
特
色
を
示
し
、
全
て
が
同
時
の

製
作
で
な
い
も
の
の
年
代
に
大
差
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
本
稿
で
も
そ
の

見
解
に
異
論
は
な
い
。

種
子
五
鈷
鈴
は
金
剛
界
五
仏
を
表
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
り
、
そ
の
形

式
は
い
わ
ゆ
る
金
剛
界
鈴
に
分
類
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
唐
招
提
寺
鈴
の
意
匠

の
特
色
を
明
確
に
す
る
た
め
、『
密
教
法
具
』
及
び
『
密
教
法
具
（
増
補
篇
）』
に

所
載
の
あ
る
、
金
胎
両
種
の
種
子
鈴
の
特
徴
を
整
理
し
た
（
表
２
）。
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表１ 唐招提寺の金銅組法具

法 量口縁部種子帯
の下種子帯肩・種子

帯の上
把の
中心蓮 弁 帯脇鈷の

基部鈷 部名称

総高 １９・４
鈴高 ８・３素文素文

種子帯を子持ち
紐帯で区切り、
金剛界五仏の種
子を円相内の蓮
華座上に表す。
円相の間地は
魚々子地とし、
四弁花を中心と
した宝相華文を
飾る。

間弁付き重弁八
葉の先端に蕊を
表す。下部に子
持ち紐帯を二組
めぐらす。

楕円形
の鬼目

間弁付きの単弁
を三線の約条で
締める。

獅噛み

中鈷は脇鈷より
長く、断面方形
で下方に節をつ
くり、鬼目と中
鈷の面の向きが
一致する。

金銅五鈷
五種子鈴

総長 １８・７
把長 ６・８

正円形
に近い
鬼目

間弁付きの重弁
を連珠文帯で締
める。

鬼目と鈷の面の
向きが一致す
る。

金銅独鈷
杵

総長 １８・６
把長 ６・９

正円形
に近い
鬼目

間弁付きの重弁
を連珠文帯で締
める。

獅噛み

中鈷は脇鈷より
長く、断面方形
で下方に節をつ
くり、鬼目と中
鈷の面の向きは
一致しない。

金銅三鈷
杵

総長 １８・４
把長 ６・１

楕円形
の鬼目

間弁付きの重弁
の二線の紐で締
める。
若干のむくりが
ある。

嘴型

中鈷は脇鈷より
長く、断面方形
で下方に節をつ
くり、鬼目と中
鈷の面の向きは
一致する。

金銅五鈷
杵

長径 ２６・４
短径 １９・１
高 ３・４

金剛盤



一
般
的
に
、
金
胎
の
種
子
鈴
は
細
部
意
匠
の
傾
向
か
ら
、
金
剛
界
系
の
法
具
は

素
文
の
も
の
が
多
く
（
図
７
）、
胎
蔵
界
系
の
も
の
は
装
飾
的
な
も
の
が
多
い
と

さ
れ
て
い
る
（
図
８
）。
そ
し
て
前
者
は
五
仏
種
子
を
、
後
者
は
大
日
如
来
を
除

（

）

く
四
仏
種
子
を
配
当
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
で
も
相
違
す
る
。
金
剛
界
鈴
は
、
杵

部
の
蓮
弁
帯
が
単
弁
八
葉
で
、
こ
れ
を
二
線
の
約
条
で
締
め
、
鈴
身
部
は
種
子
を

伴
わ
な
い
通
形
の
金
剛
鈴
と
同
様
に
、
圏
線
を
表
し
、
口
縁
部
を
素
文
と
す
る
。
ま

た
、
無
鍍
金
の
も
の
も
い
く
つ
か
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
金
剛
界
鈴
は
、
す
べ
て

こ
の
意
匠
を
も
つ
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
次
に
記
す
胎
蔵
界
鈴
の
意
匠
を
そ
の
ま

ま
、
ま
た
は
一
部
を
受
容
し
た
遺
品
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
胎
蔵
界
鈴
は
、
総
体
に
装
飾
的
で
あ
り
、
杵
部
中
央
に
鬼
面
を

配
し
、
上
下
に
重
弁
八
葉
の
蓮
弁
帯
を
施
し
て
、
こ
れ
を
連
珠
文
帯
で
締
め
、
鈴

身
部
は
種
子
帯
を
連
珠
文
帯
で
区
切
り
、
そ
の
上
下
に
独
鈷
杵
文
帯
、
三
鈷
杵
文

帯
を
廻
ら
せ
、
円
相
の
間
に
宝
相
華
文
を
表
し
、
口
縁
部
に
蓮
華
座
を
具
え
る
の

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

上
記
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
唐
招
提
寺
種
子
鈴
は
特
殊
な
装
飾
を
示
す
作
例
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
同
寺
種
子
鈴
は
金
剛
界
五
仏
を
表
し
た
金
剛

界
鈴
に
属
す
る
も
の
の
、
円
相
の
間
地
を
魚
々
子
地
と
し
て
四
弁
花
を
中
心
に
展

開
す
る
宝
相
華
文
を
表
す
胎
蔵
界
種
子
鈴
に
一
般
的
な
装
飾
を
施
す
点
、
蓮
弁
帯

は
単
弁
八
葉
で
、
こ
れ
を
二
線
の
約
条
で
締
め
、
脇
鈷
の
基
部
に
嘴
形
を
表
す
と

こ
ろ
は
む
し
ろ
金
剛
界
鈴
と
同
様
の
形
式
を
示
す
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
金
剛
界

鈴
に
胎
蔵
界
鈴
の
装
飾
の
一
部
を
取
り
入
れ
た
混
淆
例
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

特
に
、
種
子
を
籠
め
た
五
方
の
円
相
の
間
地
は
、
四
方
に
配
さ
れ
る
胎
蔵
界
鈴

の
そ
れ
よ
り
も
面
積
が
小
さ
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
四
弁
花
を
中
心
と
し
た
宝
相

華
文
を
表
し
て
い
る
が
、
そ
の
文
様
構
成
は
胎
蔵
界
種
子
鈴
に
着
想
を
得
た
で
あ

ろ
う
こ
と
が
容
易
に
知
ら
れ
、
こ
の
こ
と
は
唐
招
提
寺
鈴
の
意
匠
の
成
立
を
考
え

る
上
で
留
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
唐
招
提
寺
の
組
法
具
を
構
成
す
る
各
法
具
の
細
部
の
特
徴
に
つ
い
て
述

べ
た
。
次
に
、
唐
招
提
寺
組
法
具
を
考
え
る
上
で
言
及
が
不
可
欠
と
思
わ
れ
る
西
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図８ 金銅五鈷四種子鈴
鎌倉時代 細見美術館

図７ 銅五鈷五種子鈴
鎌倉時代 奈良国立博物館



大
寺
所
蔵
の
組
法
具
三
件
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

第
二
章

西
大
寺
の
組
法
具
に
つ
い
て

西
大
寺
に
は
、
多
く
の
密
教
法
具
が
伝
存
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
考
察
の
対
象

と
す
る
の
は
三
件
の
組
法
具
で
あ
る
。
次
に
第
一
章
に
準
じ
て
、
そ
れ
ら
の
組
法

具
の
細
部
意
匠
の
特
徴
を
見
て
み
る
（
表
３
・
４
・
５
）。
な
お
、
括
弧
書
き
の

各
組
法
具
の
番
号
（
そ
の
一
～
そ
の
三
）
は
、『
奈
良
六
大
寺
大
観

西
大
寺
』

に
従
う
。

金
銅
組
法
具
（
そ
の
一
）（
図
９
‐
１
）
は
、
三
杵
（
図
９
‐
２
・
３
・
４
）
と

五
鈷
鈴
（
図
９
‐
５
）・
金
剛
盤
（
図
９
‐
６
）
よ
り
成
る
。
鈴
杵
と
も
に
銅
鋳
製

で
、
黄
色
味
の
鮮
や
か
な
鍍
金
を
施
し
て
い
る
。

金
剛
杵
三
杵
の
蓮
弁
帯
が
や
や
む
く
り
気
味
に
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
扇
形

状
に
蕊
を
ま
と
め
て
弁
端
部
に
表
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
特
徴
的
で
あ
る
。
ま
た
、

蓮
弁
帯
の
各
弁
の
縁
が
僅
か
に
重
な
っ
て
お
り
、
上
の
花
弁
を
主
弁
と
す
る
な
ら
、

下
の
弁
は
間
弁
に
相
当
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
間
弁
付
き
重
弁
四
葉
と
し
て
お
き

た
い
。
こ
の
蓮
弁
帯
の
表
現
は
、
五
鈷
鈴
の
そ
れ
に
も
共
通
し
て
い
る
が
、
極
め

て
珍
し
い
意
匠
で
注
目
さ
れ
る
。
他
の
細
部
意
匠
や
技
法
も
同
工
で
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
、
鈴
杵
い
ず
れ
も
同
時
の
製
作
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
金
剛
盤
に
は
、
鈴

座
や
獣
足
を
備
え
る
こ
と
か
ら
す
で
に
胎
蔵
界
の
法
具
と
す
る
指
摘
が
あ
る
。

金
銅
組
法
具
（
そ
の
二
）（
図
１０
‐
１
・
２
・
３
・
４
・
５
・
６
）
は
、『
奈
良

六
大
寺
大
観

西
大
寺
』
に
お
い
て
は
、
五
鈷
鈴
を
欠
い
た
状
態
で
載
せ
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
の
後
の
『
西
大
寺
展
』
な
ど
の
展
観
の
際
に
は
五
鈷
鈴
を
加
え
た
状

態
で
展
示
さ
れ
て
い
る
経
緯
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
五
鈷
鈴
を
完
備
し
た
組
法
具

と
し
て
取
り
扱
う
。

五
鈷
鈴
は
鈴
杵
別
鋳
式
で
、
鈴
身
は
白
銅
製
で
あ
る
。
金
剛
鈴
の
遺
品
の
中
で

五
鈷
鈴
は
最
も
数
が
多
い
が
、
杵
部
を
金
銅
製
、
鈴
身
部
を
白
銅
製
と
す
る
事
例

は
極
め
て
珍
し
い
。
独
鈷
杵
・
三
鈷
杵
・
五
鈷
杵
は
、
い
ず
れ
も
重
弁
八
葉
の
蓮

弁
帯
を
連
珠
文
帯
で
締
め
て
い
る
が
、
五
鈷
鈴
は
重
弁
の
蓮
弁
帯
を
飾
る
も
の
の
、

素
文
二
線
の
約
条
で
締
め
て
い
て
相
違
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
五
鈷
鈴
は
三
杵

と
は
、
や
は
り
本
来
別
に
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ

る
。な

お
、
三
杵
は
い
ず
れ
も
黄
色
味
の
浅
い
鍍
金
が
施
さ
れ
て
お
り
、
細
部
の
形

式
・
意
匠
か
ら
も
見
て
も
一
具
性
を
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。（
そ
の
一
）
や
（
そ

の
三
）
に
比
べ
、
鬼
目
の
突
出
も
弱
く
、
蓮
弁
に
む
く
り
を
ほ
と
ん
ど
取
ら
な
い

点
で
、
こ
の
時
代
に
一
般
的
な
金
剛
杵
の
形
姿
・
細
部
意
匠
に
最
も
近
い
も
の
で

あ
る
。
鈷
と
把
の
長
さ
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
と
こ
ろ
は
古
様
を
示
す
が
、
脇
鈷
が

牛
角
状
に
曲
が
る
作
風
か
ら
、（
そ
の
一
）
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
製
作
と
見
る
こ
と

に
異
論
は
な
い
。

白
銅
組
法
具
（
そ
の
三
）（
図
１１
‐
１
）
は
、
独
鈷
杵
（
図

１１

１１
‐
２
）、
三
鈷
杵

（
図
１１
‐
３
）、
五
鈷
杵
（
図

１１

１１
‐
４
）、
五
鈷
鈴
（
図

１１

１１

１１
‐
５
）、
金
剛
盤
（
図

１１

１１

１１

１１
‐

６
）、
い
ず
れ
も
白
銅
鋳
製
と
す
る
珍
し
い
遺
品
で
、
細
部
意
匠
の
共
通
性
か
ら

一
具
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
間
弁
を
入
れ
た
重
弁
八
葉
の
蓮
弁
帯
を
連
珠

文
帯
で
約
し
、
鬼
目
は
楕
円
形
で
や
や
突
出
す
る
。
と
く
に
特
徴
的
な
の
は
、
三
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『密教法具』
『密教法具（別
冊増補篇）』の
図版番号

法 量鈴身の口縁部種子帯の下種 子 帯

16総高 １７・２
鈴高 ７・７素文素文種子帯を三線の約条で区切り、円相内の蓮華座上

に金剛界五仏の種子を表す。

17総高 １６・６５
鈴高 ７・３素文素文種子帯を子持ち紐帯で区切り、円相内の蓮華座上

に金剛界五仏の種子を表す。

18総高 １７・６
鈴高 ７・８素文素文

種子帯を子持ち紐帯で区切り、円相内の蓮華座上
に金剛界五仏の種子を表し、円相内は魚々子地と
する。

21総高 ２０・０
鈴高 ８・４

蓮華座とし、上部に蕊
を表す。

間地を魚々子地とした
三鈷杵文帯をめぐら
す。

種子帯を連珠文帯で区切り、円相内の蓮華座上に
金剛界四仏の種子を表す。円相の間地は魚々子地
として宝相華文を飾る。

22総高 １７・９
鈴高 ８・０

蓮華座とし、上部に蕊
を表す。

間地を魚々子地とした
三鈷杵文帯をめぐら
す。

種子帯を連珠文帯で区切り、円相内の蓮華座上に
金剛界四仏の種子を表す。円相の間地は魚々子地
として宝相華文を飾る。

25総高 ２２・０
鈴高 ８・９

蓮華座とし、上部に蕊
を表す。

間地を素文とした三鈷
杵文帯をめぐらす。

種子帯を連珠文帯で区切り、円相内の蓮華座上に
種子ウーン字を四方に表す。円相の間地は魚々子
地として宝相華文を飾る。

26総高 ２０・６
鈴高 ８・６

蓮華座とし、上部に蕊
を表す。

間地を素文とした三鈷
杵文帯をめぐらす。

種子帯を連珠文帯で区切り、円相内の蓮華座上に
胎蔵界四仏の種子を表す。円相の間地は素文とし
て宝相華文を飾る。

27総高 ２０・９
鈴高 ８・６

蓮華座とし、上部に蕊
を表す。

間地を魚々子地とした
三鈷杵文帯をめぐら
す。

種子帯を連珠文帯で区切り、円相内の蓮華座上に
胎蔵界四仏の種子を表す。円相の間地は魚々子地
として宝相華文を飾る。

28総高 ２１・５
鈴高 ９・３

蓮華座とし、上部に蕊
を表す。

間地を魚々子地とした
三鈷杵文帯をめぐら
す。

種子帯を連珠文帯で区切り、円相内に胎蔵界四仏
の種子を表す。円相の間地は魚々子地として簡略
化した宝相華文を飾る。

29総高 １９・６
鈴高 ８・２素文

間地を魚々子地とした
三鈷杵文帯をめぐら
す。

種子帯を連珠文帯で区切り、円相内に胎蔵界四仏
の種子を表す。円相の間地は魚々子地として簡略
化した宝相華文を飾る。

30-a総高 ２１・９
鈴高 ９・３

蓮華座とし、上部に蕊
を表す。

間地を魚々子地とした
三鈷杵文帯をめぐら
す。

種子帯を連珠文帯で区切り、円相内の蓮華座上に
胎蔵界四仏の種子を表す。円相の間地は魚々子地
として宝相華文を飾る。

30-b総高 ２２・３
鈴高 ９・３

蓮華座とし、上部に蕊
を表す。

間地を魚々子地とした
三鈷杵文帯をめぐら
す。

種子帯を連珠文帯で区切り、円相内の蓮華座上に
胎蔵界四仏の種子を表す。円相の間地は魚々子地
として宝相華文を飾る。

31総高 ２２・１
鈴高 ９・２

蓮華座とし、上部に蕊
を表す。

間地を魚々子地とした
三鈷杵文帯をめぐら
す。

種子帯を連珠文帯で区切り、円相内の蓮華座上に
胎蔵界四仏の種子を表す。円相の間地は素文とし
て宝相華文を飾る。

32総高 ２１・５
鈴高 ９・０

蓮華座とし、上部に蕊
を表す。

間地を魚々子地とした
三鈷杵文帯をめぐら
す。

種子帯を連珠文帯で区切り、円相内に胎蔵界四仏
の種子を表す。円相の間地は魚々子地として宝相
華文を飾る。

33総高 １８・２
鈴高 ７・６素文子持ち紐帯をめぐら

す。
種子を一線の紐で区切り、光背形の中の蓮華座上
に種子ア字を五方に表す。胎蔵界五仏を象徴か。

34総高 ２１・３
鈴高 ８・６素文間地を素文とした三鈷

杵文帯をめぐらす。蓮台上に種子イー字を五方に表す。

増補９総高 ２０・５
鈴高 ９・４素文石楠花を表した文様帯

をめぐらす。
種子帯を子持ち紐帯で区切る。円相内を魚々子地
とし、蓮華座上に金剛界五仏の種子を表す。

増補１０総高 １９・８
鈴高 ８・７素文

間地を魚々子地とした
三鈷杵文帯をめぐら
す。

種子帯を子持ち紐帯で区切り、円相内に胎蔵界四
仏を表す。円相の間地は魚々子地として簡略化し
た宝相華文を飾る。

増補１１総高 ２１・４
鈴高 ９・８

蓮華座とし、上部に蕊
を表す。

間地を魚々子地とした
三鈷杵文帯をめぐら
す。

種子帯を連珠文帯で区切り、円相内に胎蔵界四仏
を表す。円相の間地は魚々子地として簡略化した
宝相華文を飾る。
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表２ 『密教法具』及び『密教法具（別冊増補篇）』所載の鎌倉時代に製作された種子鈴一覧

肩・種子帯の上把の中心蓮 弁 帯脇鈷の
基部時代所蔵名 称

間弁付き単弁八葉の先端に蕊を表し、下部に
紐帯を表す。鬼目間弁付き単弁八葉を

二線約条で締める。嘴形鎌倉時代大阪・藤
田美術館

金銅五鈷五種
子鈴

間弁付き単弁八葉の先端に蕊を表し、下部に
紐帯を表す。鬼目間弁付き単弁八葉を

二線約条で締める。嘴形鎌倉時代奈良国立
博物館

銅五鈷五種子
鈴

間弁付き単弁八葉の先端に蕊を表し、下部に
紐帯を表す。鬼目間弁付き単弁八葉を

二線約条で締める。嘴形鎌倉時代岐阜・華
厳寺

銅五鈷五種子
鈴

間弁付き重弁八葉に短い蓮弁を重ね、先端に
蕊を二重に表す。下部に子持ち紐帯と、間地
を魚々子地とした独鈷杵文帯をめぐらす。

鬼面間弁付き重弁八葉を
連珠文帯で締める。龍頭鎌倉時代奈良国立

博物館
金銅五鈷四種
子鈴

間弁付き重弁八葉に短い蓮弁を重ね、先端に
蕊を表す。下部に子持ち紐帯と、間地を魚々
子地とした独鈷杵文帯をめぐらす。

四鬼面だが、
うち一つに三
面相を表す。

間弁付き重弁八葉を
三線約条と、鈴身と
杵の継ぎ目は連珠文
帯で締める。

嘴形鎌倉時代
東京・山
岡生鋲衛
氏

銅五鈷五種子
鈴

間弁付き重弁八葉に短い蓮弁を重ね、先端に
蕊を二重に表す。下部に子持ち紐帯と、間地
を素文とした独鈷杵文帯をめぐらす。

鬼面間弁付き重弁八葉を
連珠文帯で締める。獅噛み鎌倉時代神奈川・

極楽寺
金銅五鈷四種
子鈴

間弁付き重弁八葉に短い蓮弁を重ね、先端に
蕊を二重に表す。下部に子持ち紐帯と、間地
を素文とした独鈷杵文帯をめぐらす。

鬼面間弁付き重弁八葉を
連珠文帯で締める。獅噛み鎌倉時代大阪・細

見亮市氏
金銅五鈷四種
子鈴

間弁付き重弁八葉に短い蓮弁を重ね、先端に
蕊を二重に表す。下部に子持ち紐帯と、間地
を魚子々地とした独鈷杵文帯をめぐらす。

鬼面間弁付き重弁八葉を
連珠文帯で締める。獅噛み鎌倉時代広島・厳

島神社
金銅五鈷四種
子鈴

間弁付き重弁八葉に短い蓮弁を重ね、先端に
蕊を二重に表す。下部に子持ち紐帯と、間地
を魚子々地とした独鈷杵文帯をめぐらす。

阿吽各二面の
鬼面。

間弁付き重弁八葉を
連珠文帯で締める。獅噛み鎌倉時代京都・醍

醐寺
金銅五鈷四種
子鈴

間弁付き重弁八葉の先端に蕊を二重に表す。
下部に三線の約条と、間地を魚子々地とした
独鈷杵文帯をめぐらす。

阿吽形、牙上
出形と上下歯
を揃えた四面
鬼。

間弁付き重弁八葉を
連珠文帯で締める。獅噛み鎌倉時代愛知・岩

屋寺
金銅五鈷四種
子鈴

間弁付き重弁八葉に短い蓮弁を重ね、先端に
蕊を二重に表す。下部に三線の約条と、間地
を魚子々地とした独鈷杵文帯をめぐらす。

吽形の鬼面間弁付き重弁八葉を
連珠文帯で締める。獅噛み鎌倉時代山形・法

音寺
金銅五鈷四種
子鈴

間弁付き重弁八葉に短い蓮弁を重ね、先端に
蕊を二重に表す。下部に三線の約条と、間地
を魚子々地とした独鈷杵文帯をめぐらす。

吽形の鬼面間弁付き重弁八葉を
連珠文帯で締める。獅噛み鎌倉時代山形・法

音寺
金銅五鈷四種
子鈴

間弁付き重弁八葉に短い蓮弁を重ね、先端に
蕊を二重に表す。下部に子持ち紐帯と、間地
を魚子々地とした独鈷杵文帯をめぐらす。

鬼面間弁付き重弁八葉を
連珠文帯で締める。獅噛み鎌倉時代千葉・小

網寺
金銅五鈷四種
子鈴

間弁付き重弁八葉に短い蓮弁を重ね、先端に
蕊を二重に表す。下部に三線の約条と、間地
を魚子々地とした独鈷杵文帯をめぐらす。

吽形二面、牙
上出形、一つ
は判然としな
い。

間弁付き重弁八葉を
連珠文帯で締める。獅噛み鎌倉時代和歌山・

無量光院
銅五鈷四種子
鈴

間弁付き単弁八葉の先端に蕊を表し、下部に
子持ち紐帯をめぐらす。鬼目間弁付き単弁八葉を

二線約条で締める。嘴形鎌倉時代東京国立
博物館

金銅五鈷五種
子鈴

間弁付き重弁八葉の先端に蕊を表し、間地を
素文とした独鈷杵文帯をめぐらす。鬼面間弁付き重弁八葉を

二線約条で締める。獅噛み鎌倉時代京都・広
瀬淑彦氏

金銅五鈷五種
子鈴

間弁付き重弁八葉の先端に蕊を表し、下部に
紐帯と石楠花を表した文様帯をめぐらす。鬼面間弁付き重弁八葉を

連珠文帯で締める。嘴形鎌倉時代個人蔵金銅五鈷五種
子鈴

間弁付き重弁八葉に短い蓮弁を重ね、先端に
蕊を二重に表す。下部に一線の約条と、間地
を魚子々地とした独鈷杵文帯をめぐらす。

鬼目間弁付き重弁八葉を
連珠文帯で締める。嘴形鎌倉時代群馬・長

楽寺
金銅五鈷四種
子鈴

間弁付き重弁八葉に短い蓮弁を重ね、先端に
蕊を二重に表す。下部に三線の約条と、間地
を魚子々地とした独鈷杵文帯をめぐらす。

阿吽各二面の
鬼面

間弁付き重弁八葉を
連珠文帯で締める。獅噛み鎌倉時代京都・泉

涌寺
金銅五鈷四種
子鈴
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表３ 西大寺の組法具（その一）

法 量口縁部鈴身の側面鈴身の肩把の中心蓮 弁 帯脇鈷の
基部鈷 部名 称

総高 １９・２
鈴高 ８・７
口径 ８・２５

素文

上下に連珠文帯
を二線表し、そ
の間に二線一組
の紐帯を二条廻
らす。

間弁付き重弁四
葉の蓮弁の先は
翻転し、扇形状
に蕊をまとめ
る。下部に紐帯
を表す。

正円形に近
い鬼目、三
重瞼。

間弁付き重弁四
葉を子持ち連珠
文帯で締める。
若干のむくりが
ある。

嘴形

中鈷は脇鈷より長
く、断面方形で下方
に節をつくり、脇鈷
は牛角型を呈する。

金銅五鈷
鈴

総長 １７・５
把長 ６・４

正円形に近
い鬼目、三
重瞼。

間弁付き重弁四
葉を連珠文帯で
締める。
若干のむくりが
ある。

断面正方形で下方に
節を表し、鈷の面と
鬼目が一致しない。

金銅独鈷
杵

総長 １７・３
把長 ６・２
鈷張 ４・７

正円形に近
い鬼目、三
重瞼。

間弁付き重弁四
葉を連珠文帯で
締める。
若干のむくりが
ある。

嘴形

中鈷は脇鈷より長
く、鈷の面は鬼目と
一致しない。脇鈷は
牛角型を呈する。

金銅三鈷
杵

総長 １７・７
把長 ６・２
鈷張 ４・９

正円形に近
い鬼目、三
重瞼。

間弁付き重弁四
葉を連珠文帯で
締める。
若干のむくりが
ある。

嘴形

中鈷は脇鈷より長
く、鈷の面は鬼目と
一致しない。脇鈷は
牛角型を呈する。

金銅五鈷
杵

幅 ２８・９
奥行 ２０・８
高 ４・４

金剛盤

表４ 西大寺の組法具（その二）

法 量口縁部鈴身の側面鈴身の肩把の中心蓮 弁 帯脇鈷の
基部鈷 部名 称

総高 １８・２５
鈴高 ７・８
口径 ７・２

素文

子持ち紐帯を二
組表し、その上
下に二線一組の
紐帯を表す。中
膨らみ気味であ
る。

間弁付き重弁八
葉の先端に蕊を
表す。

楕円形鬼目、
三重瞼。

間弁付きの重弁
八葉を連珠文帯
で締める。
若干のむくりが
ある。

嘴形

中鈷は脇鈷より長
く、断面方形で下方
に節をつくり、脇鈷
は牛角型を呈する。

金銅五
鈷鈴

総長 １７・４
把長 ５・８

楕円形鬼目、
三重瞼。

間弁付きの重弁
八葉を連珠文帯
で締める。
若干のむくりが
ある。

断面正方形で下方に
節を表し、鈷の面と
鬼目が一致する。

金銅独
鈷杵

総長 １７・７
把長 ５・９
鈷張 ５・１

楕円形鬼目、
三重瞼。

間弁付きの重弁
八葉を連珠文帯
で締める。
若干のむくりが
ある。

嘴形

中鈷は脇鈷より長
く、鈷の面は鬼目と
一致しない。脇鈷は
牛角型を呈する。

金銅三
鈷杵

総長 １７・７
把長 ５・７
鈷張 ５・０

楕円形鬼目、
三重瞼。

間弁付きの重弁
八葉を連珠文帯
で締める。
若干のむくりが
ある。

嘴形

中鈷は脇鈷より長
く、鈷の面は鬼目と
一致する。脇鈷は牛
角型を呈する。

金銅五
鈷杵

幅 ２５・４
奥行 １７・４
高 ３・７

金剛盤



杵
と
も
に
認
め
ら
れ
る
蓮
弁
帯
の
つ
く
り
で
、
花
弁
に
強
い
む
く
り
を
つ
け
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
金
剛
盤
は
通
形
で
あ
る
が
、
両
脇
の
括
れ
部
に
猪
目
を
透

か
さ
ず
、
前
面
の
二
脚
に
縦
の
凹
線
、
後
ろ
の
一
脚
に
縦
の
凸
線
を
つ
け
る
。
な

お
、
こ
の
一
具
は
、
寺
伝
で
は
叡
尊
（
興
正
菩
薩
）
の
所
用
と
さ
れ
、
鈴
杵
箱
及

び
金
剛
盤
の
箱
に
記
さ
れ
る
墨
書
に
も
、
男
山
八
幡
宮
に
お
け
る
異
国
襲
来
御
祈

（

）

祷
の
際
に
興
正
菩
薩
が
所
持
さ
れ
た
も
の
と
あ
る
。
ま
た
、
鈴
杵
箱
の
蓋
裏
に
は

大
永
七
年
（
一
五
二
七
）
の
貼
紙
墨
書
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
法
具
の
由
緒
を
記
し

（

）

て
い
て
、
こ
の
頃
に
こ
れ
ら
の
鈴
杵
類
が
「
東
大
寺
新
禅
院
住
侶
比
丘
長
秀
」
の

感
得
所
持
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
記
し
て
い
る
。

鬼
目
や
蓮
弁
帯
の
形
式
、
手
法
か
ら
見
る
と
、
製
作
は
鎌
倉
時
代
後
半
期
と
考

え
ら
れ
る
が
、
叡
尊
所
持
の
可
否
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
こ

の
中
の
五
鈷
鈴
は
、
そ
の
音
色
か
ら
「
鈴
虫
」
の
別
称
が
あ
る
。

中
世
の
西
大
寺
は
叡
尊
が
入
寺
以
降
、
復
興
が
進
め
ら
れ
る
が
、
叡
尊
が
醍
醐

寺
出
身
で
、
密
教
を
奉
じ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
密
教
法
具
の
整
備
に
も
力
が
注
が

れ
た
。『
西
大
寺
勅
謚
興
正
菩
薩
行
実
年
譜
』
に
は
、
叡
尊
が
西
大
寺
に
還
住
し

た
暦
仁
元
年
（
一
二
三
八
）
の
翌
年
で
あ
る
延
応
元
年
条
に
、
三
密
の
壇
供
を
構

え
、
中
壇
で
「
五
大
虚
空
蔵
法
幷
駄
都
秘
法
」、
東
壇
で
「
金
剛
界
法
」、
西
壇
で

「
胎
蔵
界
法
」
を
修
し
た
と
あ
る
。
仮
に
こ
の
記
事
を
事
実
と
考
え
た
場
合
、
こ

の
時
期
ま
で
に
法
具
が
整
備
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
該
当
す

る
遺
品
は
見
出
し
難
い
。

む
し
ろ
西
大
寺
に
現
存
す
る
法
具
類
の
製
作
に
つ
い
て
、
従
来
留
意
さ
れ
て
き

た
の
は
、
か
つ
て
同
寺
に
伝
来
し
現
在
は
奈
良
国
立
博
物
館
の
所
蔵
と
な
る
金
剛
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表５ 西大寺の組法具（その三）

法 量口縁部鈴身の側面鈴身の肩把の中心蓮 弁 帯脇鈷の
基部鈷 部名 称

総高 １７・７
鈴高 ７・２
口径 ７・２
鈷張 ４・８

素文

連珠文帯を二組
表し、その上下
に二線一組の紐
帯を表す。中膨
らみ気味であ
る。

間弁付き重弁八
葉の蓮弁の先端
に蕊を表す。

楕円形鬼目、
三重瞼。

間弁付きの重弁
八葉を連珠文帯
で締める。
若干のむくりが
ある。

嘴形

中鈷は脇鈷より長
く、断面方形で下方
に節をつくり、脇鈷
は牛角型を呈する。

白銅五
鈷鈴

総長 １６・６
把長 ６・４

楕円形鬼目、
三重瞼。

間弁付きの重弁
八葉を連珠文帯
で締める。
若干のむくりが
ある。

断面正方形で下方に
節を表し、鈷の面と
鬼目が一致する。先
端で急にすぼまる。

白銅独
鈷杵

総長 １６・７
把長 ６・０
鈷張 ４・６

楕円形鬼目、
三重瞼。

間弁付きの重弁
八葉を連珠文帯
で締める。
若干のむくりが
ある。

嘴形

中鈷は脇鈷より長
く、鈷の面は鬼目と
一致しない。脇鈷は
牛角型を呈する。

白銅三
鈷杵

総長 １７・２
把長 ６・０
鈷張 ４・７

楕円形鬼目、
三重瞼。

間弁付きの重弁
八葉を連珠文帯
で締める。
若干のむくりが
ある。

嘴形

中鈷は脇鈷より長
く、鈷の面は鬼目と
一致する。脇鈷は牛
角型を呈する。

白銅五
鈷杵

幅 ２６・８
奥行 １８・０
高 ４・０

金剛盤



盤
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
裏
面
に
は

次
の
よ
う
な
刻
銘
が
あ
る
。「
西
大

寺

真
言
堂
東
壇
仏
具
事
／
鈴
七寸

五
鈷
三
鈷
独
鈷

金
剛
盤
／
閼
伽

器
四
具
二
十
四
口

㞍
垸
四
具
二
十
四

／
火

舎
四
口
在
蓋
甑

花
瓶
五
口
／
灑
水

器
一
口
在
蓋
並
座

塗
香
器
一
口
在
蓋
並
座
／

輪
一
在座

羯
磨
四
在座
／
橛
四
本

香
呂
一
枝
／
香
筥
一
／
念
珠
一
連

菩
提
子
半
装
束

在
箱

／
磬
台
一
在
磬
鐘
木
／
正
和

三
年
甲寅
六
月
六
日
記
之
」正
和
三
年

（
一
三
一
四
）
の
紀
年
と
と
も
に
、

大
壇
具
（
四
面
器
）
に
相
当
す
る

各
法
具
類
の
記
載
に
加
え
、「
西

大
寺

真
言
堂
東
壇
仏
具
事
」
と

あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
刻
銘
に
従
え

ば
、
真
言
堂
に
は
「
中
壇
」
と

「
西
壇
」を
加
え
た
三
壇
構
え（
三

密
壇
倶
）
の
荘
厳
が
な
さ
れ
て
い

た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

し
か
し
『
行
実
年
譜
』
に
よ
れ

ば
、
真
言
堂
の
造
営
は
寛
元
三
年
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図９−６ 金銅金剛盤 鎌倉時代 西大寺 図９−１ 金銅組法具 鎌倉時代 西大寺

図９−２ 金銅独鈷杵 鎌倉時代 西大寺

図９−３ 金銅三鈷杵 鎌倉時代 西大寺

図９−４ 金銅五鈷杵 鎌倉時代 西大寺

図９−５ 金銅種子鈴
鎌倉時代 西大寺



（
一
二
四
五
）
に
遡
り
、
前
記

金
剛
盤
の
紀
年
と
は
約
百
年
の

開
き
が
あ
る
。
こ
の
間
の
事
情

は
不
詳
で
あ
る
が
、
こ
の
記
事

に
従
え
ば
、
十
三
世
紀
の
中
葉

頃
に
い
っ
た
ん
法
具
の
整
備
が

な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が

穏
当
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
先
述
の
通
り
、
寛

元
時
に
遡
る
可
能
性
の
あ
る
金

剛
杵
・
金
剛
鈴
を
西
大
寺
現
存

の
遺
品
か
ら
見
出
す
こ
と
は
難

し
い
が
、
現
在
藤
田
美
術
館
の

蔵
品
と
な
っ
て
い
る
金
銅
独
鈷

杵
（
図
１２
）
に
つ
い
て
は
、
従

来
あ
ま
り
言
及
が
な
い
。
同
杵

に
は
「
西
大
寺
真
言
堂
東
壇
」

の
針
書
き
銘
が
あ
り
、
す
で
に

正
和
時
の
製
作
と
す
る
岡
崎
譲

治
氏
の
見
方
が
出
さ
れ
て
い
る

（

）

が
、
形
姿
や
細
部
意
匠
を
見
る

と
若
干
の
考
察
が
必
要
と
思
わ
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図１０−６ 金銅金剛盤 鎌倉時代 西大寺 図１０−１ 金銅組法具 鎌倉時代 西大寺

図１０−２ 金銅独鈷杵 鎌倉時代 西大寺

図１０−３ 金銅三鈷杵 鎌倉時代 西大寺

図１０−４ 金銅五鈷杵 鎌倉時代 西大寺

図１０−５ 金銅五鈷鈴
鎌倉時代 西大寺
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図１１−６ 白銅金剛盤 鎌倉時代 西大寺 図１１−１ 白銅組法具 鎌倉時代 西大寺

図１１−２ 白銅独鈷杵 鎌倉時代 西大寺

図１１−３ 白銅三鈷杵 鎌倉時代 西大寺

図１１−４ 白銅五鈷杵 鎌倉時代 西大寺

図１１−５ 白銅五鈷鈴
鎌倉時代 西大寺

図１２ 金銅独鈷杵 鎌倉時代 藤田美術館



れ
る
。

同
杵
は
、
鈷
が
細
身
で
、
先
端
ま
で
鋭
利
に
整
え
ら
れ
、
把
中
央
の
鬼
目
は
楕

円
形
で
あ
る
が
、
丸
み
を
帯
び
て
各
目
に
盛
り
上
が
り
を
持
た
せ
て
い
る
。
蓮
弁

帯
は
間
弁
を
入
れ
た
単
弁
八
葉
で
、
二
線
の
約
条
で
締
め
る
。
岡
崎
氏
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
が
、
蓮
弁
に
は
わ
ず
か
に
む
く
り
が
あ
る
。
総
長
が
二
〇
・
六
セ
ン
チ
、

把
長
が
六
・
二
セ
ン
チ
で
あ
る
か
ら
鈷
部
が
把
部
よ
り
も
一
セ
ン
チ
程
度
長
い
こ

と
に
な
る
。「
正
和
三
年
（
一
三
一
四
）
の
紀
年
銘
を
も
つ
南
都
西
大
寺
伝
来
の

金
剛
盤
（
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
）
と
具
し
た
も
の
」
と
さ
れ
た
岡
崎
氏
は
、
お
そ

ら
く
蓮
弁
の
わ
ず
か
な
む
く
り
に
着
目
し
、
製
作
年
代
を
判
じ
ら
れ
た
と
思
わ
れ

る
が
、
全
体
が
細
身
で
、
鬼
目
の
盛
り
上
が
り
強
く
、
ま
た
鈷
も
鋭
利
で
把
よ
り

も
長
い
形
状
に
は
、
む
し
ろ
十
三
世
紀
の
半
ば
以
前
に
遡
る
特
色
が
顕
著
に
出
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
こ
の
認
識
が
許
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
正
和

（

）

時
の
真
言
堂
法
具
整
備
に
は
、
寛
元
時
の
法
具
が
前
提
に
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ

る
し
、
現
存
す
る
西
大
寺
法
具
に
特
徴
的
な
鬼
目
部
の
盛
り
上
が
り
や
蓮
弁
の
む

く
り
は
、
形
式
の
踏
襲
の
中
で
保
持
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
も
可
能
と
な
ろ
う
。

以
上
、
西
大
寺
に
伝
存
す
る
三
組
の
組
法
具
と
補
足
と
し
て
藤
田
美
術
館
蔵
の

独
鈷
杵
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
西
大
寺
の
組
法
具
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
鬼
目
部

の
盛
り
上
が
り
（
突
出
）、
お
よ
び
蓮
弁
帯
に
認
め
ら
れ
る
む
く
り

毅

毅

毅

の
表
現
を
焦

点
と
し
て
比
較
を
行
っ
た
。
後
者
に
つ
い
て
は
、（
そ
の
三
）
で
顕
著
で
あ
り
、

こ
れ
は
こ
の
組
法
具
の
大
き
な
個
性
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
る
。（
そ
の
一
）
で

も
む
く
り
は
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
は
留
意
し
て
お
い
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
三

組
は
あ
ま
り
時
を
経
ず
に
作
ら
れ
た
と
推
定
で
き
る
が
、
通
形
に
近
い
（
そ
の
二
）

か
ら
個
性
的
な
（
そ
の
三
）
ま
で
、
細
部
意
匠
に
は
幅
が
認
め
ら
れ
る
。

第
三
章

唐
招
提
寺
と
西
大
寺
の
組
法
具
の
類
似
性
に
つ
い
て

唐
招
提
寺
の
組
法
具
に
比
較
的
近
い
細
部
意
匠
を
示
す
作
例
と
し
て
、
西
大
寺

の
組
法
具
三
件
を
取
り
あ
げ
た
。
共
通
す
る
形
式
的
特
徴
を
整
理
す
る
。
ま
ず
一

具
と
考
え
ら
れ
る
唐
招
提
寺
独
鈷
杵
・
三
鈷
杵
と
西
大
寺
杵
で
は
、
独
鈷
杵
に
お

い
て
鈷
面
と
鬼
目
の
位
置
（
方
向
）
が
一
致
し
な
い
点
、
ま
た
蓮
弁
帯
の
む
く
り

と
蕊
の
表
現
に
違
い
が
あ
る
が
、
盛
り
上
が
っ
た
鬼
目
の
形
や
全
体
の
形
姿
は
西

大
寺
の
（
そ
の
一
）
の
独
鈷
杵
に
近
い
。

五
鈷
杵
は
、
蓮
弁
帯
を
二
線
の
約
条
で
締
め
る
こ
と
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
が
、

鬼
目
の
形
や
む
く
り
の
あ
る
蓮
弁
帯
の
表
現
は
（
そ
の
三
）
に
類
す
る
も
の
と
考

え
る
。
五
鈷
鈴
に
つ
い
て
は
、
西
大
寺
の
組
法
具
は
種
子
鈴
で
は
な
い
た
め
細
部

意
匠
の
比
較
は
難
し
い
が
、
い
ず
れ
も
鎌
倉
時
代
の
特
徴
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
種

子
鈴
の
宝
相
華
文
に
着
目
す
る
と
、
円
相
の
間
地
が
狭
い
た
め
か
四
弁
花
も
小
さ

く
全
体
的
に
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
四
弁
花
の
左
右
の
花
弁
の
先
が
大
き

く
下
が
ら
な
い
と
こ
ろ
が
醍
醐
寺
の
金
銅
五
鈷
四
種
子
鈴
の
そ
れ
に
通
ず
る
。

西
大
寺
の
組
法
具
に
つ
い
て
は
、
正
和
三
年
（
一
三
一
四
）
の
前
後
に
、「
真

言
堂
」
所
用
仏
具
の
製
作
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
現
存
品
は
こ
の
前
後
に
製
作
さ
れ

た
も
の
と
し
て
先
述
し
た
が
、
唐
招
提
寺
に
お
い
て
も
、
以
下
の
通
り
、
ほ
ぼ
同

時
期
に
仏
具
・
法
具
の
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
。

平
安
時
代
後
期
に
は
、
都
に
お
け
る
密
教
が
貴
顕
と
結
び
つ
く
中
で
、
卑
近
な
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現
世
利
益
を
追
求
す
る
あ
ま
り
、
本
来
の
覚
り
を
目
指
す
高
邁
な
目
的
を
失
っ
て

堕
落
し
、
南
都
に
お
け
る
諸
宗
派
も
寺
院
間
の
対
立
や
世
俗
的
な
争
い
に
よ
り
疲

弊
し
て
い
く
。
唐
招
提
寺
も
平
安
末
期
に
は
か
な
り
荒
廃
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
戒
律
重
視
や
釈
迦
信
仰
に
重
き
を
お
い
た
南

（

）

都
仏
教
の
復
興
を
目
指
す
動
き
が
起
こ
る
。

ま
ず
興
福
寺
を
中
心
に
、
戒
律
を
重
要
視
し
た
実
範
（
生
年
不
詳
～
一
一
四
四
）

や
貞
慶
（
一
一
五
五
～
一
二
一
三
）
に
よ
っ
て
律
宗
の
復
興
が
進
み
、
釈
迦
の
教

え
に
立
ち
返
る
こ
と
が
叫
ば
れ
、
釈
迦
信
仰
が
教
化
の
中
心
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

釈
迦
信
仰
は
仏
舎
利
信
仰
へ
と
つ
な
が
る
。
唐
招
提
寺
の
復
興
は
、
ま
ず
実
範
が

端
緒
と
な
り
、
や
が
て
鑑
真
請
来
の
仏
舎
利
が
伝
来
す
る
同
寺
は
、
ま
さ
に
こ
う

し
た
信
仰
の
拠
点
的
性
格
を
持
つ
に
至
り
、
こ
れ
を
尊
重
し
て
建
仁
三
年
（
一
二

〇
三
）
に
は
、
貞
慶
に
よ
っ
て
釈
迦
念
仏
会
が
始
修
さ
れ
た
。

ま
た
、
西
大
寺
を
本
拠
地
と
し
て
戒
律
の
復
興
を
進
め
た
叡
尊
（
一
二
〇
一
～

一
二
九
〇
）
は
、
建
長
元
年
（
一
二
四
九
）、
三
国
伝
来
の
生
身
の
釈
迦
と
喧
伝

さ
れ
た
清
凉
寺
の
釈
迦
像
を
模
刻
し
て
同
寺
に
安
置
し
、
や
や
遅
れ
て
唐
招
提
寺

に
お
い
て
も
正
嘉
二
年
（
一
二
五
八
）
に
模
刻
像
が
造
立
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
事

業
を
契
機
と
し
て
、
十
三
世
紀
後
半
か
ら
十
四
世
紀
初
め
に
か
け
て
唐
招
提
寺
で

は
、
堂
宇
や
仏
像
な
ど
の
造
営
・
修
理
が
企
て
ら
れ
、
宝
治
二
年
（
一
二
八
四
）

に
戒
壇
堂
を
造
立
、
東
室
・
礼
堂
を
再
建
、
延
元
三
年
（
一
三
三
八
）
に
金
亀
舎

利
塔
が
修
理
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
現
存
す
る
日
供
舎
利
塔
、
法
会
所
用
具
、
鼉

太
鼓
縁
・
鉦
鼓
縁
、
輿
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
鎌
倉
時
代
の
も
の
と
さ
れ
、
舎
利
会

の
盛
行
に
伴
っ
て
整
備
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

唐
招
提
寺
に
お
い
て
、
密
教
法
具
が
整
備
さ
れ
、
密
教
化
さ
れ
た
法
会
が
行
わ

れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら
組
法
具
に
よ
っ
て
容
易
に
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
の
他
、
南

都
寺
院
に
お
い
て
中
世
の
密
教
関
係
遺
品
が
伝
存
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
法
隆
寺

の
い
く
つ
か
の
遺
品
が
注
意
さ
れ
る
。

ま
ず
、
聖
霊
院
伝
来
の
黒
漆
華
形
大
壇
は
、
弘
安
七
年
（
一
二
八
四
）
の
聖
霊

院
再
建
に
伴
う
一
連
の
堂
内
具
整
備
の
中
で
製
作
さ
れ
た
も
の
で
、
顕
真
を
中
心

と
し
て
一
層
進
め
ら
れ
た
太
子
信
仰
の
拠
点
と
し
て
の
聖
霊
院
に
大
壇
具
が
据
え

置
か
れ
た
こ
と
は
、
真
言
密
教
と
太
子
信
仰
の
融
合
を
示
す
点
で
も
重
要
で
、
し

か
も
顕
真
は
、
太
子
信
仰
を
通
じ
て
叡
尊
と
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
も
留
意
さ
れ
る
。
（

）

ま
た
裏
面
に
正
安
三
年
（
一
三
〇
〇
）
の
刻
銘
を
も
つ
金
剛
盤
は
、
金
堂
内
の

地
蔵
の
宝
前
に
奉
安
さ
れ
た
も
の
で
、
金
堂
と
い
う
法
隆
寺
中
枢
の
堂
宇
に
安
置

さ
れ
る
地
蔵
関
係
の
法
会
が
密
教
修
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
暗
示
し

て
い

。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
上
記
で
述
べ
た
唐
招
提
寺
復
興
の
経
緯
を
考
慮
す
る
と
、
本

稿
で
取
り
あ
げ
た
組
法
具
も
、
こ
う
し
た
南
都
の
動
向
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
仏
具
整

備
の
流
れ
の
中
で
製
作
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
く
に
、
唐
招
提
寺

法
具
は
、
西
大
寺
真
言
堂
の
仏
具
整
備
の
中
で
製
作
さ
れ
た
三
件
の
組
法
具
と
ほ

ぼ
同
様
の
環
境
で
製
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
点
は
、
中
世
に
お
け
る
両
寺

の
営
み
を
考
察
す
る
う
え
で
も
興
味
深
い
。

（
10
）る
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お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
ま
ず
唐
招
提
寺
の
組
法
具
に
つ
い
て
細
部
意
匠
を
整
理
し
、
そ
の

製
作
の
背
景
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
行
っ
た
。
従
来
の
説
に
従
っ
て
、
形
式
・

意
匠
面
の
差
異
を
整
理
し
、
一
具
性
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

次
に
、
形
式
に
近
親
性
が
認
め
ら
れ
る
西
大
寺
の
法
具
三
件
を
同
様
に
唐
招
提

寺
の
作
例
と
比
較
・
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
類
似
す
る
形
式
的
な
特
徴
と
細
部

意
匠
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
西
大
寺
の
法
具
が
唐
招
提
寺
の
法
具
に
影
響
を
与

え
た
こ
と
が
推
測
で
き
た
。
さ
ら
に
、
西
大
寺
と
唐
招
提
寺
の
法
具
整
備
の
時
期

は
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
唐
招
提
寺
舎
利
会
を
は
じ
め
と
す
る
法
会
の
盛
行
に
至

る
経
緯
の
な
か
で
製
作
さ
れ
た
と
見
ら
れ
、
概
ね
十
四
世
紀
の
も
の
と
推
定
で
き

た
。ま

た
、
特
に
唐
招
提
寺
組
法
具
の
種
子
鈴
や
西
大
寺
組
法
具
（
そ
の
一
）
は
そ

の
形
式
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
検
討
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
今
後
は
よ

り
細
部
に
目
を
向
け
た
考
察
が
必
要
で
あ
る
。

註（
１
）
奈
良
六
大
寺
大
観
刊
行
会
『
奈
良
六
大
寺
大
観

第
十
二
巻

唐
招
提
寺

一
』（
岩

波
書
店
、
一
九
六
九
年
）

（
２
）
注
１
と
同
じ
、
お
よ
び
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
密
教
法
具
』（
講
談
社
、
一
九
六
五

年
）

（
３
）
岡
崎
譲
治
「
種
子
鈴
考

金
剛
界
鈴
と
胎
蔵
界
鈴
」（『
仏
教
芸
術
』
七
十
一
号
、
毎

日
新
聞
社
、
一
九
六
九
年
）、
関
根
俊
一
「
金
剛
鈴
と
金
剛
杵
」（『
日
本
の
美
術
』

五
四
一
号
、
至
文
堂
、
二
〇
一
一
年
）

（
４
）「
鈴
杵
箱
蓋
裏
押
紙
第
一
紙
墨
書
」（
奈
良
六
大
寺
大
観
刊
行
会
編
『
奈
良
六
大
寺
大

観

第
十
四
巻

西
大
寺

全
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
）

鈴
。
五
鈷
。
三
鈷
。
独
股

右
。
四
種
者
。
興
正
菩
薩
異
国
襲
来
／
御
祈
禱
之
時
。
於
城
州
男
山
八
幡
宮
。
／

御
修
法
中
壇
之
鈴
杵
也
。
委
細
ノ
由
来
／
此
書
付
ノ
下
二
在
之
。
西
大
寺
常
住
。

（
５
）「
鈴
杵
箱
蓋
裏
押
紙
第
二
紙
墨
書
」（
奈
良
六
大
寺
大
観
刊
行
会
編
『
奈
良
六
大
寺
大

観

第
十
四
巻

西
大
寺

全
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
）

右
。
此
鈴
杵
者
毘
尼
再
興
之
宗
師
興
正
菩
薩
。
依
輪
言
為
西
夷
調
伏
。
愛
染
護
广

（
綸
）

／
一
万
座
。
於
于
城
州
男
山
八
幡
宮
勤
修
之
砌
。
課
工
人
鋳
冶
之
。
令
安
置
中
壇
。

未
吐
／
結
願
之
言
。
本
尊
之
御
手
矢
虚
空
飛
往
西
夷
之
陳
。
蛮
軍
悉
亡
。
重
無
／

（
陣
）

来
。
自
尒
以
来
。
一
天
泰
平
四
海
無
事
也
。
然
即
鎮
護
国
家
之
霊
宝
。
此
金
剛
杵
最

尊
／
第
一
也
。
仍
西
大
寺
累
代
師
資
相
承
日
々
新
。
然
今
有
不
思
儀
幸
縁
。
令
感
得

／
秘
蔵
無
極
。
是
併
染
王
教
示
之
愛
法
。
牟
尼
授
与
戎
珠
也
。
然
則

厳
先
師
／
聖

秀
禅
室
倍
□桃
開
山
中
道
灯
。
開
高
祖
聖
跡
之
壇
。
登
一
印
大
覚
位
。
振
此
金
剛
／
鈴

杵
。
驚
彼
両
部
万
荼
之
諸
尊
。
瑜
伽
灌
頂
智
水
。
普
灑
八
家
三
千
心
地
法
／
界
宮
。

恵
日
遠
曜
及
竜
花
三
会
朝
。
我
願
是
如
。
聖
衆
加
護
給
。

于
時
大
永
七
年
丁亥
。
令
感
得
之
。
和
州
南
都
東
大
寺
新
禅
院
住
侶
比
丘
長
秀
所
持

之
。

（
６
）
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
密
教
法
具
』（
講
談
社
、
一
九
六
五
年
）

（
７
）「
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
金
剛
杵
―
密
教
法
具
の
細
部
形
式
・
意
匠
に
関
す
る
基
礎
的

研
究

そ
の
一
―
」（『
日
本
文
化
史
研
究
』
三
十
二
号
、
帝
塚
山
大
学
、
二
〇
〇
〇

年
）

（
８
）
注
１
と
同
じ

（
９
）
関
根
俊
一
「
法
隆
寺
の
近
世
密
教
関
係
遺
品
（
一
）」（『
奈
良
学
研
究
』
三
号
、
帝

塚
山
大
学
、
二
〇
〇
〇
年
）
な
お
、
大
壇
天
板
裏
面
の
墨
書
銘
は
以
下
の
通
り
。「
奉
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安
置

聖
霊
院
華
形
檀
／
右
志
者
為
祈
悲
母
幽
霊
之
／
得
脱
漸
以
彼
五
旬
之
仏
事
用

（
マ
マ
）

途
為
其
濫
觴
乃
至
勧
進
十
方
檀
那
忽
終
／
功
所
奉
安
置
彼
霊
場
也
雖
事
是
軽
微
願
／

尤
莫
大
也
是
以
太
子
聖
霊
願
哀
愍
懇
念
且
備
／
是
於
広
恩
報
謝
勝
業
且
擬
是
於
抜
苦

与
楽
之
／
仏
□
□
□
□
悲
母
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
／
今
比
微
功
必
遂
生
々

世
々
太
子
値
遇
／
之
望
乃
至
功
徳
無
限
普
及
法
界
群
類
速
萌
一
仏
／
浄
土
之
即
共
進

無
上
菩
提
之
果
矣

正
応
二
年
歳
次
己
丑
六
月
日

勧
進
慶
舜
大
法
師
」

（
１０
）
裏
面
刻
銘
「
奉
施
入
法
隆
寺
金
堂
／
後
戸
地
蔵
尊
／
正
安
二
年
庚子
八
月
日
／
僧
教
仏
」

【
後
記
】
調
査
に
は
、
唐
招
提
寺
当
局
の
ご
高
配
を
得
て
、
現
在
の
寄
託
先
で
あ

る
奈
良
国
立
博
物
館
に
お
い
て
、
同
館
工
芸
考
古
室
長
清
水
健
氏
、
同
室
研
究
員

田
澤
梓
氏
の
協
力
の
も
と
、
奈
良
大
学
文
化
財
学
科
の
関
根
俊
一
教
授
と
と
も
に

行
っ
た
。
末
筆
で
は
あ
る
が
、
記
し
て
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

【
唐
招
提
寺
組
法
具
法
量
一
覧
】

○
金
銅
独
鈷
杵

総
長

十
八
・
七
㎝

鈷
長

五
・
〇
㎝

把
長

六
・
八
㎝

蓮
弁
帯

二
・
八
㎝

連
珠
文
帯
の
経

一
・
六
㎝

鬼
目
帯

〇
・
八
㎝

鬼
目
帯
の
経

二
・
二
㎝

○
金
銅
三
鈷
杵

総
長

十
八
・
六
㎝

鈷
長

五
・
八
㎝

把
長

六
・
九
㎝

蓮
弁
帯

三
・
二
㎝

連
珠
文
帯
の
経

一
・
七
㎝

鬼
目
帯

〇
・
八
㎝

鬼
目
帯
の
経

二
・
八
㎝

鈷
の
張
り

五
・
四
㎝

○
金
銅
五
鈷
杵

総
長

十
八
・
四
㎝

鈷
長

六
・
四
㎝

把
長

六
・
一
㎝

蓮
弁
帯

二
・
八
㎝

紐
帯
の
経

一
・
七
㎝

鬼
目
帯

〇
・
七
㎝

鬼
目
帯
の
経

二
・
七
㎝

鈷
の
張
り

四
・
九
㎝

○
金
銅
五
鈷
五
種
子
鈴

総
長

十
九
・
五
㎝

鈷
長

六
・
〇
㎝

把
長

五
・
二
㎝

蓮
弁
帯

二
・
七
㎝

紐
帯
の
経

一
・
四
㎝

鬼
目
帯

〇
・
八
㎝

鬼
目
帯
の
経

三
・
二
㎝

鈷
の
張
り

五
・
五
㎝

口
径

八
・
四
㎝

○
金
銅
金
剛
盤

幅

二
十
六
・
四
㎝

奥
行

十
九
・
一
㎝

高

三
・
四
㎝

縁
の
厚
み

〇
・
六
㎝

図
版
出
展

図
１
・
２
・
３
・
４
・
５
・
６
・
７
・
８
・
９
‐
６
・
12

奈
良
国
立
博
物
館
編
『
密
教
法
具
』

（
講
談
社
、
一
九
六
五
年
）

図
９
‐
１
・
９
‐
２
・
９
‐
３
・
９
‐
４
・
９
‐
５
・
１０
‐
１
・

１０

１０
‐
２
・

１０

１０

１０
‐
３
・

１０

１０

１０

１０
‐
４
・

１０

１０

１０

１０

１０
‐

５
・
１０
‐
６
・

１０

１１
‐
１
・

１０

１１

１１
‐
２
・

１０

１１

１１

１１
‐
３
・

１０

１１

１１

１１

１１
‐
４
・

１０

１１

１１

１１

１１

１１
‐
５
・

１０

１１

１１

１１

１１

１１

１１
‐
６

奈
良
国
立
博
物
館
編

『
密
教
法
具
（
別
冊
増
補
篇
）』（
臨
川
書
店
、
一
九
九
三
年
）
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